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論文要旨： 
Respiratory Syncytial Virus (RSV)感染症は乳幼児における上・下気道炎の病因の 1つであり，人工
呼吸器管理を必要とするような重症化をきたすことも多い．今回我々は，重症度を予測する因子を検討
することを目的とし，RSV 感染症の重症，軽症間における鼻汁でのサイトカインの検討と、宿主側の
Single Nucleotide Polymorphisms (SNPs)を検討した。 
その結果、RSV 感染症にて加療を行なった計 46人の鼻汁を採取し、3種類のケモカインと 14 種類のサイ
トカインの測定を行ったところ、サイトカインプロファイリングでは IL-13 が， messenger RNA レベル
では IL-8 が重症群において高値であった.宿主側の免疫応答の背景として IL-8 -251T/A における SNPs
の検討を行い、重症度での比較では， Aのアレルが RSV 感染症群でコントロールと比べ有意差を認めた.
以上より、RSV 感染症の重症度は， RSV の外来要因と遺伝的な宿主要因によるサイトカイン・ケモカイ
ン過剰産生の関連が示唆された. 
審査過程： 
１．本研究はヘルシンキ宣言に基づいて実施され、倫理委員会の承認も得ており、倫理上の疑義はない
ことが確認された。 
２．本研究に至った臨床的背景について具体的な説明がなされ，目的についても明快に述べられた． 
３．サイトカインプロファイリングと messenger RNA レベルの評価が異なる点について質問がなされた
が、それぞれが意味する内容を含めて適切に回答がなされた。 
４．有意差が得られたサイトカインの病態への関与について質問がなされたが、気道病変への好中球遊
走、Th1/Th2 バランスの影響、気管支喘息などアレルギーとの関連性を含めて、サイトカインが関与
している可能性について説明がなされた． 
５．RS ウイルスの病原性が重症度に及ぼす影響について質問がなされたが、ウイルス株による病原性の
差は認めないという回答があった． 
６．本研究の結果により，今後は早期に患者検体中のサイトカインを測定し、重症度予測の目安として
用いることで重症化しやすい患者をより適確に選別して対応できる可能性があることが説明された。
価値判定： 
本研究では重症化しやすい RS ウイルス感染症の重症化予測を目的として、従来まで検討されていなかっ
た鼻汁中サイトカインを測定し、重症と軽症間で有意差を見いだせるサイトカインを見いだせたことに
より、今後の臨床面への応用に道を開く研究成果であると評価できる。さらに宿主の SNPs を検討した評
価においても重症例で一定の傾向を認めており、RS ウイルス感染症の病態を評価する上で、重要な発見
と考えられる。これらの結果から、今後の RSウイルス感染症の診療に貢献する研究として学位論文とし
ての価値を認める。 
